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虞
告
概
論
・
・

1
ル
の
枇
曾
撃
概
念
・
・
・
・
・
・
・
講
師
文
皐
博
士

露
西
亜
の
新
経
済
政
策
ご
農
業
・
教
授
法
串
博
士

土
佐
の
百
姓
一
撲
・
・
・
・
敬
技
締
中
岡
市
中
士

肱

肘

品

調

支
那
問
題
管
見
・

.. 
，
.
-
-
-
-
敬
投
抗
期
博
士

抱
肌

教
授
法
皐
博
士

亮

プ
ル
ゲ
ン
氏
自
諸
枇
曾
主
義
評
論
敬
授
法
問
中
博
オ

琉
球
の
鹿
長
役
以
後
・
・
・
・
目
・
・
敬
投
法
串
博
士

錦
略

日
銀
指
数
利
用
の
一
指
標

伊
太
利
の
リ
ラ
貨
引
上
策
に
つ
い
て

a

・・紹中間山中士

長
遡
期
景
気
循
環
に
附
す
る
一
研
究
目
-
紐
済
血
中
土

梅
雨
考
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
敬
技
法
串
博
士
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都
之
に
劣
れ
る
粍
皮
に
於
t
、
印
波
及
瓜
叫
仁

τも
仕

遂
げ
ら
れ
た
り
、
大
相
守
川
域
内
全
部
は
、
駿
U
M

き
季
節

を
通
じ
て
降
闘
に
悩
み
、
そ
め
人
口
は
刺
絡
な

h
、
而

L
て
是
等
諸
凶
に
於

υる
人
口
勝
し
き
は
、
多
分
そ
の

大
な
る
食
純
生
産
力
仁
由
来
す
ピ
す
べ
き
も
、
康
問
さ

れ
た
る
食
船
内
殆
ん

E
全
部
は
、
問
内
的
必
需
を
充
た

す
の
用
に
供
せ
ら
る
ご
す
べ
き
訓
何
度
に
、
そ
山
人
日
も

亦
捗

L
、
従

οτ
是
芸
誌
風
端
の
諸
凶
は
、
世
界

の
他
的
部
分
に
多
量
的
食
加
を
供
給
す
る
こ
ど
な

L
.
事
質
上
食
柑

ω
輸
入
は
、
そ
の
一
輪
山
に
匹
敵
L
、

一
又
は
之
に
超
過
す
ピ
す
ぺ
か
ら
ん
」
ピ
、
こ
は
米
国

一戸、円目
0
2
5
大
平
地
瑚
微
授
岡
山
可
国
ロ
色
白
羽
E
H
F
R
W

一
O

梅

雨

考

一

が

近

年

叫

著

F
E
M
E
-
p
d
E
S・
3
E
a
o
p

少

・

や

松

か

せ

た

え

て

一

足

E
z
p
a
R
F
P
E
E
q日
(
一
九
二
円
年
即
断
)
末
章
巾
世

品

V

司

レ

一

ゐ
る
五
月
一
山

ω雲
」

τふ
千
陛
り
詠
は
、
貧
山
川
守
闘
を
一
剛
弁

ω大
農
産
地
方
桝
諭
を
拭
件
、
そ
の
焼
印
刷
に
設
付
晶

体
す
る
高
幽
刊
日
制
叫
「
科
卒
」
に
、
夏
山
合
的
別
も
も
な
〈
一
一
例
な
る
が
、
本
邦
産
業
地
理
の
特
川
開
制
H
研
究
仁
液
頭

沈
備
し
っ
、
ゐ
5
.
者
人

ω心
に
如
何
に
か
映
す
ら
一
す
る
者
よ
b
せ
ん
炉
、
そ
の
立
設
品
川
h
仁
大
制
仁
限
ら

ん
、
術
康
〈
極
東
季
節
風
川
誠
に
あ
る
諸
凶

ω特
色
に
一
る
〉
ぜ
以

τ、
戒
は
切
一
泊
H

の
戚
な
き
を
符
5
ら
ん
.
兎

就
き
、
制
中
る
岩
戒
は
日
〈
、
「
一
見

l
ヵ

1
嘗
h
政
大
に
品
月
五
H

人
は
這
般
の
抑
怨
に
比
四
L
、
栴
雨
ピ
は
そ
れ
例

の
穀
物
生
産
は
、
日
本
及
支
那
仁
於
て
達
成
せ
ら
れ
、
も
の
ぞ
、
叉
そ
の
本
邦
人
文
に
H
A
は
す
影
響
如
何
に
闘

統

計

拾

穂

抄

第
二
十
四
巻

大

0
0
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す
る
冥
想
脳
裡
に
彼
徳
し
っ
、
ゐ
b
し
に
営
b
、
偶
h
y

ιvat--

河
内

ω人
部
遊
猟
の
著
書
「
民
附
年
中
故
耕
要
言
」
七
谷

(
大
日
本
人
名
辞
書
に
よ
る
に
著
者
位
和
漢
山
革
に
楠
迦

L
、
特
に
故
事

に
精
し
、
元
職
十
帥
ち
酎
暦
一
六
九
ヒ
年
本
部
を
者
せ
り
|
|
歳
脊
は
一
一

一
年
後
た
る
草
保
=
一
年
。
訓
た
り
、
著
作
年
主
に
つ
き
疑
を
存
す
る
た
め

併
肥
す

l
l敵
百
部
白
和
漢
書
を
引
開
せ
し
も
の
に
て
、
該
怖
菅
〈
べ

L
、
故
に
此
書
今
に
亜
り
て
世
盆
を
奥
」
る
乙
-
K
多
し
と
あ
り
)
を
入

手
し
之
を
一
覧
せ
る
に
、
梅
雨
に
つ
き
興
味
あ
る
一
叙

設
を
合

υこ
ご
を
知

μ
。、

hr
〈
て
即
興
に
脇
ら
れ
、

倉
自
Z
U
干
を
馳
せ
て
織
雑
な
る
此
一
一
知
舗
を
草
し
、
後
川

「
科
町
中
的
」
に
一
一
府
精
密
な
る
研
究
に
就
く
の
、
一
先
駆

に
供
せ
ん
と
欲
す
。

7
u
w

ツ

A

ナ
ヅ

前
記
嬰
言
に
よ
る
に
「
五
月
-
一
降
雨
ヲ
梅
雨
ト
名
タ

或
』
黄
山
川
雨
ト
書
7
7
ユ
ト
故
7

セ
タ

y
栴
賞
ノ
黄
熱

V

テ
落
片
時
ナ
レ
バ
ナ
η
ノ
司
馬
山
川
公
ノ
詩
-
一
資
格
時
節

ウ
ル
応

7

J

0

4

7

一品

家
土
問
。
文
集
-
一
手
衣
協
賛
梅
雨
哉
'
れ
ナ
ド
、
一
去
~

y
o
初
出
品
平
記
日
栴
熟
雨
江

r昨
日
食
栴
雨
-
。
マ
タ
徴

品

調

タ

司

F
h

雨
ト
ヱ
骨
徽
A

カ
プ
U
F

ト
韻
字
ナ
P
衣
裳
書
籍
ナ
ド
ホ

V

ノ
入
ア
徽
コ
ト
有
v

j

ナ

y
」
Z
ゐ
り
、
そ

ω説
明

に
つ
き
栴
別
珍
ら
し
き
も
ゆ
な
し
、
而
も
亦
是
を
「
増

補
但
言
集
覧
」
中
、
「
う
ゆ
の
入
」
を
「
進
梅
、
立
梅
、
上

雑

録

統
計
拾
穂
抄

。。

梅
、
天
香
峻
寓
得
に
央
楚
以
a
芭
栂
之
後
壬
日
-
立
梅
、

月
A
T
蔚
義
に
町
人
以
a
壬
H
-品
崎
議
軒
、
雅
俗
稽
言
に
南

。人
以

-a物
虹
黒
-
潟
昌
上
梅
日
」
、

t
解
理
押
せ
る
に
照
し
、
叉

0

・

臨
調
硝
詩
に
寸
呉
儀
畏
ν
雨
旬
ν
畏
恥
山
、
不
ν
遊
山
帥
霧
是
時
雨
」

ご
あ

b
・
由
開
明
皇
文
に
「
喜
=
必
秋
之
官
許
壁
、
玩
一
一
純
夏

之
伽
於
4
」
ご
め
る
こ
ご
(
縮
刷
宇
槻
九
四
七
頁
参
時
)
稲
作
を

主
ご
せ
る
我
祁
農
民
が
、
必
千
し
も
所
調
「
カ
ラ
ツ
ユ
」

hr悦
ば

F
る
正
、
締
そ
の
越
を
異
に
す
る
も

ω
あ
る
を

怨
ふ
ど
共
に
年
内

ω此
一
雨
期
に
謝
し
、
特
別
山
名
講

を
附
奥
す
る

ω風
刺
口
は
、
由
来
支
那
少
〈
芭
も
そ
の
一

部
地
方
一
じ
て
も

ι"は
れ

L
-
』
ピ
を
認
む
る
の
外
な
(
、

叉

εω
人
文
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
き
て
は
、
別
に
特
殊

考
詩
作
品
抑
h
u
ω

伶
地
ゐ
る
を
、
思
惟
せ
す
ん
ば
非
す
、

唯
之
が
地
皐
的
比
較
研
究
に
歪
・
り
て

u、
後
日
の
精
研

を
待
ち
て
途
げ
ん
ど
欲
す
。

座
右
な
る
博
文
館
嘗
用
H
記
本
年
分
中
、
六
月
の
詩

集
節
に
就
き
て
察
す
る
に
、
そ
の
一
つ
正
し
て
「
十
二

日
入
総
」
ご
掲
載
せ
ら
る
、
然
る
に
京
都
け
川
新
聞
の

新
年
附
録
「
日
出
家
庭
側
覧
」
六
月
分
に
は
、
十
一
(
奮

皐
月
十
二
日
)
日
入
梅
正
ゐ
b
、
東
京
ピ
京
都
ピ
地
を
回
蝿

第
二
寸
四
巻

古事

~ 

E 
-t 

点。
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第
三
競

に
す
る
が
た
め
に
、
本
年
の
入
梅
期
に
一
日
の
差
を
生
み
に
し
附
玄
き
の
根
一
坦
-
』
ひ
し
言
ず
雨
ぞ
ふ
る
」
(
骨
樹
)

宇
正
す
べ
う
ら
め
な
る
か
、
吾
人
は
先
つ
此
疑
問
を
掃
さ
の
、
戚
制
加
を
も
興
事
し
む
べ
昌
一
雨
季
を
始
時
、
「
H
h，

む
己
共
に
、
前
記
袈
言
に
引
用
せ
る
貝
原
篤
信
の
所
設
で
り
の
世
り
人
は
し
ら

L
な
は
せ
を
業
に
雨

ω昔
吉
〈
秋

仁
、
多
大
の
興
味
を
慈
か
十
ん
ば
非
守
、
卸
も
そ
の
文
一
の
ゐ

μ
れ
を
」
(
鼎
革
)
芭
も
詠
喧
し
む
ぺ
き
秋
一
森
(
且
つ
陣

仁
臼
〈
「
損
軒
掌
苦
微
雨
設
回
日
比
配
働
之
往
来
固
有
a
f
一
り
且
つ
晴

E
「
杭
ノ
シ
グ
レ
」
「
執
ノ
ム
ヲ
サ
メ
」
等
白
語
あ
る
を
註
窓

即
明
日
然
而
支
配

r
r什
留
官
官
v
府
枕
軒
高
吉
町
附
U
山
吋
骨
一
す
ベ
と
あ
る
こ
ご
に
柳
か
言
及
せ
る
は
、
そ
の
嘗
附
に

ぽ

F
宮
古
日
チ
百
川
町
山
ザ
日
数
日
然
則
梅
雨
出
入
之
期
雌
v

一
於
り
る
息
者

ω通
弊
押
ケ
り

L
、
支
那
事
設
省
奉

ω限
度

出
a
乎
華
夏
之
書
『
政
不
v
可
謙
信
『
」
「
及
川
M-
主
将
之
後
詔
一

s
g
脱
却
せ
る
も
の
ー
し
て
痛
快
な

h
、
以
下
吾
人
の
企

雨
初
降
之
日
通
入
梅
田
以
=
議
雨
牧
断
之
日
】
(
入
梅
徒
約
一
一
圃
す
る
所
も
・
本
邦
梅
雨
に
就
き
少
し
〈
質
経
的
考
察

E)
紘
一
出
梅
田
(
前
に
も
引
げ
る
書
集
覧
に
は
J

此
以
外
に
絶
均
一
を
施
さ
ん
ご
す
る
に
外
な
ら
・

3
離
も
、
そ
の
以
前
に

襲
、
需
品
名
目
監
事
)
麻
a
幾
乎
其
わ
蓋
失
」
「

V
庁
一
注
意
し
お
き
た
き
は
、
暦
の
梅
雨
節
じ
附
寸
晶
、
専
門

町
中
川
亦
乱
能
町
」

t
、
気
象
、
暦
数
叉
農
事
に
つ
き
で
一
息
一
・
者
の
一
所
説
な
b
、
郎
も
一
戸
車
競
著
「
暦

ω
詩
L

色
、
読
書
叉
経
験
を
積
U
4
』
古
川
浅
か
ら

g
b
L
・
此
古
一
(
大
正
二
年
世
行
)
に
よ
れ
ば
、
「
現
今
ノ
日
本
暦
デ
』
入
梅

大
師
宇
者

ω所
設
仁
よ
b
て
も
、
初
夏
に
森
雨
到
れ
ば
正
一
ヲ
太
陽
ノ
黄
経
ガ
入
十
皮
-
-
述
V

夕
日
-
一

V

7

ア
ペ

て
、
そ
の
始
期
は
暦

ι
吋
一
定
せ
る
が
如
〈
、
定
日
に
回
一
サ
レ
バ
大
随
五
月
節
ノ
苦
純
後
五
日
位
ノ
渇
-
一
常
件
、

蹄
す
る
も
の
に
非
宇
、
歳
に
よ
り
地
方
に
よ
り
多
少
の
一
併
ジ
以
前
-
二
苦
捕
後
最
初
ノ
壬
{
水
ノ
児
)
ノ
日
ヲ
メ

相
違
を
仲
ム
ア
し
、
き
れ
ば
随
時
叉
随
廃
に
事
賞
に
就
一
入
梅
ト
シ
タ
毛
，
デ
ア
ペ
此
傑
ナ
方
法
七
五
行
ノ

き
、
之
を
吟
啄
L
貸
越
す
ペ
し
ご
す
る
の
主
意
明
か
一
連
行
カ
ラ
削
ν
バ
自
由
フ
然
カ
セ
ラ
ル
、
毛
ノ
デ
ア
ラ

仁
せ
ら
る

t
す
べ
き
に
非
宇
ゃ
、
之
Z
共
仁
初
夏
的
候
・
7
、
但
uv
此
様
ι

1

レ
バ
気
節
ト
川
時
-
二
十
日
毛
相

以
外
、

v
メ
ヤ
カ
に
降
b
円
、
、
「
妹
己
由

τわ
か
な
っ
去
戸
ヨ
ト
ガ
ア
ペ
」
「
賞
言
フ
ト
入
梅
ノ
日
が
必
ズ
V

第
ニ
十
四
巻

，、。
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毛
劃
然
ト
一
様
雨
期
ノ
始
L
P
7
一不
λ

弔
ノ
デ
ナ
ク
、
日
本
り
、
北
極
闘
を
去
る
こ
ご
遠
か
ら

F
る
地
方
に
及
ぜ

デ
屯
一
梅
雨
ナ
キ
地
方
毛

7

P
ヨ
ト
ナ
レ
バ
、
徐
P
入
梅
る
、
細
長
き
崎
蛤
洲
を
成

L
、
又
山
獄
誌
的
地
勢
上
地

ヲ
信
用

v
過
ギ
U
Y

必
要
毛
ナ
ル
マ
イ
d
N

、
大
櫛
ヲ
一
本
1

一
方
に
よ
b
大
相
濯
を
墨
す
る
が
た
め
に
、
会
闘
を
通
じ

品
好
都
合
」

E
め
b
Q
(同
番
大
一
、
六
ニ
頁
審
問
)
一
断
じ
て
「
気
候

ω和
こ

の

-EmE.問
rzιBEB

明
治
九
乃
至
三
三
(
一
λ

七六
l
一九
C
O
)
年
の
二
五
ゲ
一
自
白
あ
ふ
り
正
す
べ
き
-
」

E
な
し
、
寧
ん
天
地
海
陸
の

年
間
に
於
り
る
、
中
央
気
象
壷
凱
測
に
よ
れ
る
平
均
結
↑
「
疏
行
組
型
化
鉱
山
崩
」
な
る
が
た
め
に
、
右
の
一
気
候
首
例
に

呆
世
、
。

FgrLE-
叶
主
ロ
間
切
』
宅
自
由
。
目
凶

-a・・
ι
一
劃
し
て
著
し
き
例
外
あ
り
、
特
に
阿
面
泌
を
現
ら

L
、

廷
に
引
用
せ
る
所
に
よ
る
に
、
降
水
量
及
降
水
日
数
↑
加
之
暖
流
た
る
間
前
湖
並
に
寒
統
た
る
諸
潮
流
殊
に
親
湖

(
一
頼
回
十
分
自
一
は
上
。
降
水
を
且
た
る
日
般
、
そ
の
中
に
は
降
害
泣
一
の
.
表
組
相
反
せ
る
影
響
を
変
る
が
た
め
に
、
諸
地
方

陣
種
目
般
を
合
算
す
)
は
左

ω如
し

十

気

象

殊

に

降

水

地

象

に

特

殊

の

大

相

獲

を

星

せ

し

め

、

一
月
二
月
=
一
月
凶
月
司
月
大
月
士
月
一
数
史
生
距
つ
る
に
過
ぎ
中
、
又
殆
ん
ど
同
一
緯
皮
に
位

平
均
降
水
量
(
吋
)
子
一
回
一
A

・D-
一
同
・
吾
一
千
口
同
九
・
丸
一
円
・
善
一
千
口
二-

一
‘
よ
る
諸
地
方
聞
に
於
て

5
へ
、
之
を
鎚
は
し
な
、
卸
ち

降
水

H
駐
屯
・
ユ
品
工
三
山
一
同
・
八
三
・
孟
一
岡
山
・
一

八
且
九
用
十
月
十
一
月
士
一
月
全
年
一
・
赤
道
附
近
に
畿
せ
る
黒
潮
は
、
支
那
沿
海
を
流
れ
来

平
均
降
水
量
(
吋
)
同
・
孟
千
三

Z
昔
四
・
五
五
二
百
一
老
・
さ
↑
て
、
本
邦
両
面
の
諸
沿
岸
を
洗
ひ
、
そ
の
伶
勢
は
遠
く

陣
水

H
監

=-AZ--二
五

ニ

ヱ

空

一

一

回

7
内
一
北
緯
約
三
入
皮
り
地
方
迄
H
A
ぽ
き
れ
、
そ
の
西
支
流

本
邦
全
土

ω気
候
は
季
節
風
地
帯
北
東
部
に
共
辿
な
十
た
る
刻
岡
町
一
砕
流
ご
相
待
も

τ、
寒
M

若
乾
州
制
動
捺
闘
の

る
が
如
〈
、
蹴

L
て
暖
か
に
し
て
潟
気
及
降
雨
に
富
め
一
一
附
極
を
、
緩
和
縮
少
せ
し
む
る
駄
に
著
L
〈
影
響
し
・

2ρ

一，b
-

る
夏
u
A
叫
机
正
、
比
統
的
に
本
〈
晴
朗
な
れ
rι
号
「
一
戸
川
也
一
黄
海
日
本
一
陣
の
西
に
面
せ
る
・
大
陸
諸
国
に
比
す
れ

強
き
長
冬
子
宮
示
す
、
而
も
亦
宇
商
よ
ム
リ
翻
せ
ん
が
、
ぱ
・
夏
李
清
流
に
し
て
多
季
混
腹
弘
hJ
・
叉
一
年
中
を

本
邦
国
土
腕
艇
長
〈
南
北
に
漣
亘

L
、
熱
帯

ω北
逃

よ

過

C
渇
か
に
混
集
に
宮
hv
、
之
に
反
し
寒
流
ピ
し
て
は

雌

鍛

統
計
拾
題
抄

第
二
十
田
谷
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雑

統
計
拾
積
抄

瞳

親
潮
及
。
r
F
Z島
海
流
り
ニ
ゐ
・
9
、
前
者
は
堪
袋
加

延
掃
に
起
h
、
北
海
道
及
本
土
の
東
岸
・
智
治
ふ
て
南
流

し
、
犬
吠
岬
附
混
じ
至
ム
り
て
黒
潮
ピ
曾
す
、
後
者
は
県
-

龍
江

ω洲
口
附
近
に
超
b
て
、
更
に
二
海
流
に
分
た

る
、
そ
の
一
は
樺
太
島
り
北
端
を
廻
・
9
、
岡
島
東
岸
を

泊
ひ
て
南
流
し
、
そ
の
一
部
分
は
日
本
海
に
流
れ
入
る

べ
き
桃
太
海
流
に
し
て
、
他
は
樺
太
正
西
伯
利

E
Z

の
同
な
る
、
帥
惜
組
海
峡
を
雨
下
し
、
北
海
道
及
本
土

ω

西
海
岸
を
洗
ひ
、
伶
波
遼
〈
香
川
地
附
近
迄
及
ぽ
さ
る
べ

き
ロ
ヨ

E
h砕
流
な
り
、
か
、
る
反
動
の
潮
流
ゐ
る
た

め
、
複
雑
な
る
気
象
現
象
台
星
せ
し
む
ぺ
話
、
数
例
訟

を
血
中
げ
ん
に
、
西
川
牙
の
首
府
冨
包
門
戸
弘
ご
、
殆
ん
ど

岡
純
度
に
位
せ
る
東
京
の
多
は
、
滋
h
，
て
冷
か
な
る
も
、

日
照
を
見
る
限
b
、
寒
M

品
市
開
烈
己
移
せ
ら
る
、
飽
は

守
、
真
に
商

ω方
数
哩
を
距
て
た
晶
、
葉
山
及
鎌
倉
附

還
に
至
れ
ば
、
欧
人
川
越
寒
地
た
る
伊
太
利
り

HEiqω

芭
殆
ん
ど
同
慌
に
、
椛
暖
ハ
0

・
り
ご
設
か
れ
得
ぺ
し
、
東

京
に
於
て
小
降
雲
を
見
ゐ
こ
ご
ゐ
る
も
、
念
じ
又
解

〈
、
然
る
に
本
土
中
央
大
山
脈
吋
北
両
斜
戸
川
に
常
与
、

日
本
海
に
商

L
之
を
距

τ、
両
伯
利
亜
仁
樹
立
せ
る
地

第
二
十
四
巻

第
三
観

一六
O

百

O
四

方
、
俄
令
ば
越
後
及
信
濃
に
あ
h
J
て
は
、
寒
流
の
影
響

著
し
き
も
の
ゐ
h
、
積
一
客
数
尺
に
及
び
、
又
放
狙
に
一
旦

・9
そ
の
賦
践
を
績
(
.
而
し
て
同
一
地
方
に
於
付
る
諸

都
市
的
夏
は
、
東
京
の
夏
同
級
堪
へ
難
〈
暑
し
。
。
・
-
-

同
g
p
官
官
s
z
o
F
同
E
目ロ

EmH
明
言
告

o
p
-
-
回

ι
Z
Z
E
E
-

〈

o-rι
日
富
山
町
包
O
B
n
r
F
N・
〉
邑
・
目
唱
。
回
目

E

何回全〉寸
m
F門

戸-。〕豆、同
'
m
3
1
】』可』白司
ρ
F

唱自国司

u
-
官
官
百
百
円

ro
回。阿国ロ

I

E
U
開。『

m
E
N
a
v
c
z
E
4
-
唱司色一

t
・
小
山
目
町
古
著
日
本
紙
候

畠
ヘ
明
治
三
十
五
年
三
服
、
特
に
ニ
一
八
日
以
下
事
服
)

右
の
如
〈
業
腹
相
反
せ
る
潮
流
は
、
錯
雑
な
る
影
響

を
及
ぼ
す
ご
す
べ
き
の
み
な
ら
守
、
本
邦
西
北
部
は
僅

か
に
一
葦
帯
水
密
隔
て
¥
臨
調
大
な
る
亜
細
亜
大
陸
じ

援
し
・
大
陸
一
試
候

ω影
響
を
蒙
る
こ
ご
も
甚
大
な
ん
リ
、

夏
一
挙
は
視
援
な
る
南
西
風
多
き
に
反
し
、
冬
期
は
乾
燥

寒
冷
な
る
北
西
風
に
、
吹
坊
は
る
〉
乞
以
て
、
(
刷
出
日

本
領
帳
問
中
一
一
三
百
参
…
附
)
大
憾
上
夏
J

」
多
ご
の
気
候
上
に

於
け
る
背
反
は
、
島
国
た
る
本
邦
に
於
て
も
亦
可
な
b

甚
大
な
る
の
結
果
を
墨
f
る
ご
共
に
(
熱
憎
耐
熱
帯
地
場
民

あ
る
翠
崎
、
琉
措
小
笠
肱
山
崎
は
之
が
倒
井
を
な
す
)
各
月
に
於
り

る
降
水

ω
時
間
的
叫
分
に
就
き
て
も
・
著

L
き
相
違
を

皐
せ

L
U、
こ
は
前
記
の
略
表
を
一
瞥
L
τ
、
直
も
に

-、

". 



看
取
し
得
べ
き
所
な
b
、
春
は
陽
気
な
る
を
可
ピ
す
ぺ
諺
上
月
に
帯
主
花
に
風
ご
調
ふ
も
、
故
な
き
仁
非
る
を

き
に
、
頻
繁
な
る
強
風
ピ
共
に
、
協

h
た
る
陰
惨
に
邪
察
せ
し
む
、
そ
の
間
七
月
の
後
宇
及
八
月
一
杯
は
暑
〈

魔
ゼ
ら
る
、
日
は
多

L
、
之
が
た
め
に
穂
、
勝
、
牡
丹
、
一
'
し
て
滋
策
砂
き
も
、
雨
は
寧
ろ
臨
機
の
暴
風
雨
(
新
井
向

有
楽
.
蜘
閥
、
花
賞
蒲
そ
の
他
の
花
・
皆
、
眺
め
挟
む
こ
一
雪
量
に
よ
る
に
「
置
を
ア

z
t在
、

7
F義
也
、
我
岡
山

ぜ
を
妨
げ
ら
る
、
こ
己
多

L
、
こ
の
こ
ピ
た
る
か
の
六
一
俗
、
J

忠
一
可
寸
哨
吋
リ
リ
シ
リ
仏
一
円
滑
T

け
』
哨
銅
山
謀
潤
を
い

H
4

月
中
旬
よ
h
七
月
中
旬
に
至
る
迄
一
、
「
温
暖
多
岬
闘
い
ゆ
る
南
一
て
、
話
猛
白
凪
を
い
ふ
事
、
も
と
ζ

れ
挫
誌
に
出
づ
」
と
あ
り
、
阜
見
と

の
風
北
暗
唱
し
て
、
特
じ
退
か
ん
芭
す
る
北
の
風
E

混
乱
三
豊
島

f
t、
之
が
警
な
る
時
時
在
日
に
ぎ

Z
し

仁
、
且
邦
土
の
中
央
に
按
は
れ
る
山
脈
に
衝
突

L
、
共
一
て
降
り
、
一
日
乃
五
三
日
間
持
縦
L
、
之
に
次
レ
で
荷

積
載
す
る
州
議
を
綬
紡
せ
し
む
る
結
果
」
ご
し
て
、
志
一
朗
の
天
気
に
盤
る
の
要
す
る
に
梅
雨
牛
過
信
し
・
本
邦

起
さ
る
、
仰
雨
へ
州
出
日
本
銀
候
串
=
一
一
O
E
4世
間
)
季
節

ω降
一
雨
期
は
初
夏
仁
限
ら
晶
、
如
〈
師
判
断
す
る
は
・
制
問
h
な

-
市
¥
来
季
の
降
附
ど
を
統
計
上
比
較
し
て
・
直
も
に
一
る
べ

L
Z
雛
も
、
此
雨
期
仁
特
別
名
稀
を
付
L
、
之
を

賢
州
L
得
べ
き
こ
ど
た
ち
、
而

L
て
叉
梅
雨
内
務
断
て
他
己
一
肱
別
す
る
を
以
て
、
一
の
迷
信
頑
す
る
こ
芭
は
静
岡

正
確
信
を
お
り
る
俗
人
に
は
、
或
は
意
外
ピ
戚
世
ら
る
一
ら
す
ピ
す
べ
き
に
似
た

h
・
蓋

L
此
季
節
に
は
陰
滋
年

ぺ
主
事
貨
に

h
、
前
記
略
表
也
市
す
所
に
よ
る
も
、
四
一
る
容
正
、
一
年
中
先
づ
初
ま
れ
る
暑
熱
吉
、
重
り
合
ひ

月
よ
り
七
月
一
が
に
至
る
迄
は
、
約
一
日
置
き
に
降
雨
一
て
凌
ぎ
難
(
、
仕
事
を
不
可
能
な
ら
し
め
宇
古
す
る

あ
b
、
そ
の
雨
明
品
川
り
月
た
る
三
月
及
人
月
は
、
平
均
一
件
一
も
、
之
に
他
吉
易
か
ら
し
め
、
叉
制
時
気
進
微
的
に
強
き

三
日
に
一
日
以
上

ω
一
山
大
ゐ
b
・
而
l
て
叉
九
月
及
十
一
が
た
め
、
如
何
に
注
意
す
る
も
事
物
に
微
を
わ
か
し
め

月
に
至
れ
ば
一
中
均
耐
火
川
敷
ぺ
再
ぴ
毎
二
日
に
つ
き
一
易
き
特
色
ゐ
れ
ば
な
b
J
O

約
一
日
に
上
h
，
、
約
綜

μ
外
秋
森
山
り
同
仰
の
る
り
事
封
降
水
量
及
降
水
日
数
が
本
邦
各
地
方
聞
に
於
て
、
著

は
、
簡
単
な
る
右
の
計
数
上
明
か
じ
示
3
れ
、
結
局
但
し
き
相
這
を
示
す
べ
き
は
、
以
上
設
け
る
叫
閉
じ
よ
り

τ

続

汁

恰

穂

抄

第

一

↓

一

説

雑

緯

第
二
十
四
苦

ハ
O
五
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雑

蜂

統
計
抗
穂
抄

第
二
寸
四
巻

六
O
六

第
三
鶴

プミ

も
明
hr
な
る
所
に
し

τ、
之
が
統
計
的
研
究
は
梅
雨
考

Z
包
S
包
の

g
四日間以
Z
o
冨
卯
問
自
ロ
0

・』ロマ・

3
ど

の

本

の
目
的
よ
ち
す
る
も
a

眠
現
す
べ
か
ら
ざ
る
所
な

h
、
邦
録
保
削
酬
を
‘
紹
介
し
お
(
仁
止
め
ん
、
却
も
惟
へ
ら

雪
E
J
3
E
E
E島
官

Y
宮
F

下
丘
-
吉
凶
宅
∞
-
O
K
本
一
，
，
、
本
邦
岡
土

ω最
大
特
色

Z
す
る
所
は
、
山
に
宮
む
こ

邦
降
雨
に
闘
す
る
}
地
岡
市
宮
晶
君
、
年
雨
量
究
百
軒
目
以
下
及
三
千
粍
且
一
正
な

h
、
山
地
己
す
べ
き
も
の
島
国
境
域

ω四
分
の
三

上
な
る
一
地
方
以
升
、

Z
間
二
町
粍
別
に
均
分
せ
る
丸
悼
極
刑
雨
量
由
一
を
下
ら
宇
、
そ
の
大
部
分
は
不
可
耕
な
る
が
放
に
、
未

t
f
分
伽
在
、
動
内
粗
密
A
携
故
に
よ
り
示
せ
る
は
、
偲
貨
の
H
的
に
相
一

M
U
泊
せ
り
、
此
叫
に
つ
き
本
邦
農
事
研
究
上
、
賞
草
な
る
一
文
献
融
す
一
耕
な
・
9
・
き
し
れ
Y
」
震
聞
の
四
分
の
一
は
、
質
に
驚
〈
ぺ

2

5
司

2
9
2
雌
要
請
者
FLEE-
噌

3LErgo同
一
き
細
心
の
詫
意
正
、
孜
々
た
る
精
励
正
に
よ
h
耕
や
事

P
ニ
『
官
官
品
問
自
官
。
，

E
E・
5
吉
宮
中
、
気
候
町
中
主
人
一
車
『
干
一
る
、
か
、
る
苦
し
き
生
存
保
件
は
、
倹
約
、
勘
怒
及
自

国

E
Z
Sロ
巴

Z
E
5
3
E宮
E
E
z
a
z
o
-
E
5
1
2
一
侍
的
明
白
慣
を
生
み
.
大
仁
百
一
位
り
分
限
を
高
hu
る
ニ
己

Y
3
5
2
1
2
2
z
i
g
-よ
A
Z
P
R
O
M
E唱
ロ
『
尚
子
、
な
れ

h
、
茶
、
絹
及
米
の
生
産
の
如
'
'
¥
多
大
り
捗

Mg∞
d
rご
ー
よ
り
引
用
せ
る
、
明
治
一
六
乃
軍
一
九
四
四
年
間
」
一
働
を
M
K
F

て
き
主
主
に
手
下
棄
は
、
ょ
の
質
素
勤
勉

ar
年
雨
祉
を
、
ニ
色
及
び
轄
闘
暗
線
に
よ
り
示
せ
る
地
凶
表
は
か
L

る
師
一

i

，
d

H

究
主
棋
純
に
供
L
待
ベ
と
さ
れ
ど
そ
の
日
的
上
近
刊
統
計
一
な
る
閥
民
閉
じ
、
完
全
仁
後
述
せ

h
、
又
日
本

ω
諸
鋲

年
鑑
等
に
、
主
要
測
候
所
月
別
降
水
量
並
降
水
日
数
及
一
候
事
情
は
、
同
一
面
積
の
他
の
何
れ
の
闘
に
比
す
争

割
問
主
い
川
家
の
累
年
平
均
己
し
て
、
示
さ
る
、
計
教
を
一
も
、
若
(
き
不
同
を
一
市
し
、
そ
の
山
の
形
妹
H
A
橋
治
以

認
に
軍
純
仁
摘
記
す
る
が
如
き
は
之
ぞ
避
一
灯
、
「
恥
世
界
一
非
話
的
級
一
化
に
富
み
‘
ぞ
の
景
色
に
雄
一
故
あ
る
優
美
ぺ

の
新
人
」
印
度

Eor--dq
大
事
教
授

E
ι
Z
E
E
-
一
件
は
し
む
る
を
以

τ、
εω
国
民
を
し
吋
快
活
な

E
L

宮

trotn(本
誌
第
十
六
番
一
石
三
頁
参
一
間
)
が
‘

H
V宮
戸
仁
於
一
め
、
感
動
性
及
美
術
心
仁
宮
ま
し
む

Z
G

て
な
せ
る
講
義
を
土
長
己
し
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